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「持ち上げない介護」ってなに？

～腰痛トラブルの改善策～

社会福祉法人 山形虹の会
介護老人保健施設かけはし
介護福祉士 遠藤若菜



・山形県の日本海沿岸（庄内地方）南部にある人口約１３万人
・市の面積は東北地方で最も広く全国７位
人口密度⇒101人/ｋ㎡ 679位
・江戸時代には庄内藩の城下町として盛える庄内南部の町
・郊外には庄内米やだだちゃ豆の農地



社会福祉法人山形虹の会のあゆみ

1995年８月  社会福祉法人山形虹の会が設立

1996年４月 共同の力により「老人保健施設かけはし」が設立

1999年11月 「山形虹の会と福祉を良くする友の会」が結成

2000年4月 「かけはし居宅介護支援事業所」開設

2000年4月 「グループホームかけはし」開設

2000年６月 「山形虹の会訪問入浴サービス」開始

2002年11月 「グループホームかけはし」２ユニット増設

2004年10月 「ショートステイかけはし」（定員21）開設

2007年7月 「認知症対応型通所介護デイサービスかけはし」開設

2012年４月 「特養かけはし」｢ショートステイかけはし２号館｣開設

2021年7月 「グループホーム南館」開設

介護老人保健施設かけはし開設

一般療養棟６０床、
認知症専門棟４０床、
通所リハビリテー
ション４０人

平成８年４月２２日事業開始



「持ち上げない」「抱え上げない」
「引きずらない」

ラクラックスシート
運搬用ストレッチャーと
入浴用ストレッチャーに

最適なサイズ

～スライディングシート～

低摩擦素材で床ずれ予防や
創部の保護にも効果的



～スライディングボード～

□跳ね上げ式車イス
□ベッドの高さ調整

「抱え上げる介助」が
当たり前だった頃…

「私、重いから大変よ」
「大丈夫？怖いわ」

「申し訳ない。ごめんね」



救いのアイテム

利用者の声 職員の声

職員利用者

〇シートやボードを活用する
事によって痛みや恐怖心が
軽減された

〇肩や腰の痛みがなくて良い
〇持ち上げられるより怖くない

〇スライディングシートやボードを
使うことで体の大きい方の移乗
も安心してできるようになった
〇腰痛持ちだけど腰への負担も
少なく移乗が楽になった

働く現場の職員の声を

聞きながら利用者目線・
職員目線で実際に、移乗
を体験し職員の意見交換
の場を大事にしている

・活用できそうな利用者はいないか？

・介助で困ったことはないか？

・使い方がわかない

・体験談や心配談 職員間で共有し合う



一つ一つの積み重ねが職員の意識変化に…

腰痛体操

介助技術やケアを見直す
きっかけとして…

実際に体感し利用者の
気持ちを理解する

法人全体の全職員年代別グラフ

２２

31

44

32

(人)



介護職員総数 １１４名

介護福祉士と介護福祉士以外

（初任者研修、実務者研修終了、ヘルパー2級など）

アンケート結果



【まとめ】
移乗時に発生する身体的負担は軽減したものの
未だ多くの職員が腰痛トラブルを抱えている

職業病といわれる「腰痛」は
介護現場において永遠の課題です。

福祉用具の
活用

腰痛予防

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


